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！ 組織・地域の垣根を超えた広域的な連携体制を構築

！
広域的視野に基づくＩＣＴ推進事業の実施

各地域における情報化活動の広域的展開を支援

Alliance

産業界 大 学

官公庁

ＩＣＴ推進団体

地方自治体

九州の一体感を形成

Action

研究開発推進

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞ解消

ＩＣＴ人材育成

産業活性化支援 リテラシー向上

広域かつ効率的に活動

形成されたコミュニティの中で情報共有化が促進され、
地域情報化活動の効率化・広域的展開の検討が加速

広域事業の進展が、新たなコミュニケーション
空間の場を創出、更なる地域間連携の拡大を推進

http://www.kiai.gr.jp



ブロードバンドゼロ地域の解消が進展

人口カバー率ではなく、地理的観点から見てみると・・・

（ある意味必然的なところでもあるが）
多くのエリアが未だに空白地帯

◆人は定住していないが、農林畜産業をはじめ
産業活動が営まれているエリア

◆環境保全に注力すべきエリア 等々

産業高度化・効率化の観点
（第一次産業の重要性）

危機管理対応
（各種災害等）

こういうエリアにＩＣＴは不要？

自然環境保護
生物多様性

C:/Users/kiai-hiro/Documents/100906長崎携帯.ppt


非常災害時

自然災害

事故

資金力があればどのような環境も構築・提供できるとは思われるが

テンポラリー（臨時的）な
環境構築

汎用的な情報共有ツール

◆できる限り安価で簡単に
◆現場情報を関係機関で素早く共有

何か取り組んでいけることはないのか・・・

その他

伝染病



【実証実験フィールド】
宮崎県東臼杵郡美郷町

・平成18年1月1日に「旧西郷村・旧南郷村・
旧北郷村」が新設合併して誕生
・総面積：448.72k㎡
・人口：6,329人（人口密度：14.1人/km²）

取組事例１
地理的条件不利地域における臨時的情報通信インフラ構築実験



インターネット

移動中の車内において、収集データ
を整理し、適宜対策本部へ送信

情報
ハイウェイ等

【仮想対策本部】【データ送信機能付 仮想公用車】

Webアクセス

最寄の役場等

①条件不利地域で発生した災害における
現場周辺での臨時的なインターネット
環境の構築を可能にする仕組みを検証

災害現場で必要な
情報収集後、直ちに
対策本部へ移動

移動中、通信が途切れた場合でも
データ通信コネクションを維持

【仮想災害発生現場】

Mobile
アクセス

無線ＬＡＮ網

携帯通信網

無線ＬＡＮ機能付
小型バルーン

②対策本部への帰還
前に、全ての報告
データの送信を可能
にする仕組みを検証



約１Ｋm

無線LAN
約50m 約20m

【仮想災害現場】 【仮想災害対策現地本部】

C:/Users/kiai-hiro/Videos/ＫＩＡＩ－ＭＲＴ０９１１.wmv
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家畜伝染病
発生地点

×

県境での家畜伝染病
発生を想定した防疫情報の

広域共有化実験

取組事例２
広域情報共有化実験



・自然災害による被害の甚大化
・新たな災害対策(新種の伝染病など)

・迅速な初動対応（関係機関との連携強化）

・九州内の防災情報を広域に収集、把握することが可能。
・簡単操作で利用可能。（インターネット環境とWebブラウザがあれば誰でも利用可）
・防災分野に限らず多様な情報共有ツールとして展開が可能。
・低コストなシステム構築・運営が可能。

汎用的情報共有ツールの必要性の痛感 九州広域防災ポータルサイトの開発



（参考１）防疫対応版の追加開発



多地点ＴＶ会議
接続管理システム

九州広域連携ＧＩＳサーバ

【宮崎県庁】

【長崎県庁】

【熊本県庁】

【大分県庁】

【鹿児島県庁】

【福岡県庁】

TV会議装置

TV会議装置

TV会議装置

TV会議装置

TV会議装置

TV会議装置

【佐賀県庁】

TV会議装置

九州広域連携ＧＩＳ
クライアントＰＣ

九州広域連携ＧＩＳ
クライアントＰＣ

九州広域連携ＧＩＳ
クライアントＰＣ

九州広域連携ＧＩＳ
クライアントＰＣ

九州広域連携ＧＩＳ
クライアントＰＣ

九州広域連携ＧＩＳ
クライアントＰＣ

九州広域連携ＧＩＳ
クライアントＰＣ

現場映像伝送装置

防災ＧＩＳ

防疫ＧＩＳ

高精細テレビ会議システム

（参考２）感染拡大を防ぐ九州広域防災情報サービスプラットフォームの構築実験

＊九州７県庁を実際に
広域接続した実証
実験を実施

（平成22年2月１０日）



地域の情報化展開について（その１）

共有

専有

共有部分をできる限り大きく、専有部分はできる限り小さく

独特部分をできる限り大きく、共通部分はできる限り小さく

システム

コンテンツ

独特（独自）

共通

無駄をなくして地域の総合力（魅力）を高めていく（差別化していく）
ことが地域情報化の大きな使命のひとつ

大
胆
な
メ
リ
ハ
リ



サービスそのものの優先順位付け
「何もかも」→「何が必要」

必要なサービスを
どう見極めるか

必要な技術を
どう判断するか

幅広い産学官の検討体制の必要性

地域（ｏｒ地域間連携の広域エリア）
におけるＩＣＴ分野トータルな
人材育成・確保がますます重要

一定部分を外部に委ねるとしても

町の電気屋さん、水道屋さん等と同じように
「町のＩＣＴ屋さん」のような存在を地域に定着

色々な機関が連携し
て担っても良い

都心部よりも
むしろ地方の方が
存在しやすいかも

地域の情報化展開について（その２）



ＫＩＡＩにおける新たな調査研究事業

九州地域ＩＣＴ利活用調査研究会の発足

２２年度対象

佐賀市富士町

２２年度対象

鹿児島県肝付町

調査済

調査済

新規対象

分析結果
のフィード
バック

ヒューマンコミュニケーションを中心
とし、地元キーマンと連携しながら地
域住民と一緒に取り組んでいく

【調査研究コアメンバー】
座長：長崎総合科学大学 横山教授

九州総合通信局、九州経済連合会、ＫＩＡＩ

各エリア
参加メンバー

各エリア
参加メンバー

地域におけるＩＣＴ利活用に関する
住民目線の実態調査を九州全域で実施



ご清聴ありがとうございました

◆３本のリングは産学官を表現しています。
◆KIAIロゴにある白い点は、各組織の壁に

風穴を開け、垣根を越えた連携を進めて
いこうとする意味を込めています。


